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調査の概要

３．調査時期 平成19年10月16日～10月22日

１．調査方法

インターネット調査

インターネット調査会社のモニター20.5万件に対して調査対象の要件確認を行い（10/9～10/15）、これに応じた30,032件の中で、平成19年5月から平成19
年10月までに民間住宅ローンを借入した方2,592件に対してインターネットによるアンケート調査を実施し、調査期間（10/16～10/22）に先着順に回答があった
民間住宅ローン利用者1,003件を調査対象とした。

４．調査項目 利用した住宅ローンや住宅ローン選びに関する事項

２．調査対象

民間住宅ローン借入者 （n=1,003）

・借入時期：平成19年5月から平成19年10月末
・居住用の新規の住宅ローン（除く：借換え、リフォーム、土地のみの融資、アパートや投資用のローン）
・全国の２０歳以上６０歳未満までの方（除く：学生、無職）

平成19年度 住宅ローン利用に関するアンケート調査（第2回）

平成19年12月26日
独立行政法人 住宅金融支援機構
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１．利用した住宅ローンの認知媒体

利用した住宅ローンを知るきっかけ（認知媒体等）は、「住宅・販売事業者からの情報」が50.2％と最も多く、 次いで「インターネット」
25.6％、「金融機関からの情報」21.6％、「モデルルーム、住宅展示場」13.2％など

調査結果

50.2
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21.6
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0 10 20 30 40 50 60

住宅・販売事業者からの情報
（除く：ホームページ）

インターネット

金融機関からの情報（除く：ホームページ）

モデルルーム、住宅展示場

住宅情報誌

折込みチラシ

勤務先 （福利厚生、職員向け説明会 など）

口コミ情報

新聞広告

FP、住宅ローン
アドバイザー等の専門家

新聞記事

雑誌（除く：住宅情報誌）

住宅金融支援機構（旧住宅金融公庫）
からの情報（除く：ホームページ）

テレビ

ダイレクトメール（DM）

ポスター等の屋外掲示

講演会、セミナー

ラジオ

交通機関の車内や車体の広告

構成比（n=1,003）

Q.利用した住宅ローンを知るきっかけは何でしたか＜複数回答可＞
構成比％
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２．住宅ローンを決定した際、影響が大きかった媒体

住宅ローンを決定した際、影響が大きかった媒体等は、「住宅・販売事業者からの情報」が46.1％と最も多く、次いで「金融機関からの
情報」23.3％、 「インターネット」18.0％、「モデルルーム、住宅展示場」10.1％など
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18.0
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0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

住宅・販売事業者からの情報
（除く：ホームページ）

金融機関からの情報（除く：ホームページ）

インターネット

モデルルーム、住宅展示場

勤務先 （福利厚生、職員向け説明会 など）

折込みチラシ

口コミ

住宅情報誌

FP、住宅ﾛｰﾝｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ等の専門家

住宅金融支援機構（旧住宅金融公庫）
からの情報（除く：ホームページ）

新聞記事

新聞広告

雑誌（除く：住宅情報誌）

テレビ

ダイレクトメール（DM）

ポスター等の屋外掲示

ラジオ

講演会、セミナー

交通機関の車内や車体の広告

構成比（n=1,003）

Ｑ．住宅ローンを決定した際、影響が大きかった媒体等は何でしたか＜複数回答可＞
構成比％
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３．利用した住宅ローンを選ぶ決め手

利用した住宅ローンを選ぶ決め手としては、「金利水準が低かったこと」62.6％と圧倒的に多く、次いで、「住宅･販売事業者の勧めが

あったから」25.9％、「手数料等の有無など諸費用が安かったこと」17.1％など

62.6

17.1

14.9

13.1

12.6

8.2

8.2

8.1

5.2

3.8

2.8

2.5

2.4

25.9

4.9

0 10 20 30 40 50 60 70

金利水準が低かったこと

住宅・販売事業者の勧めがあったから

手数料等の有無など諸費用が安かったこと

住宅・販売事業者との契約で、住宅ローンに
関する特約があったこと

勤務先や企業系列の関係から利用できる
ローンが決まっていたから

取得費のほぼ全額を賄える融資額を
１つのローンで借入できたから

返済中の金利リスクがなく、返済額が
確定して安心だったから

借入できるか否かについて、早めにわかったから

物件に関して提携ローンなど利用できる
住宅ローンが決まっていたから

他の住宅ローンを断られたりして、
利用できなかったから

金融機関の勧めがあったから

つなぎ融資を借りなくても良かったから

口コミによる勧めがあったから

特になし

FP、 住宅ローンアドバイザー等
の 専門家に勧められたこと

構成比（n=1,003）

Ｑ．住宅ローンを選ぶ決め手として、よくあてはまる事項はどれですか＜３つまで回答可＞
構成比％
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平成19年10月では、固定期間選択型が過半数(58.4％)を占めている。一方、同期の全期間固定型シェアは22.8％となっている。

４．住宅ローンの金利タイプ
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33.1

41.5

29.8

24.8

27.7
27.9

18.620.1

47.9
49.1

67.2

42.2

57.5

24.7

7.9

19.3
17.718.7

17.0

23.222.2

0.0
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40.0

50.0
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70.0

H18.4
n=95

5
n=57

6
n=94

7
n=94

8
n=86

9
n=117

10
n=114

11
n=100

12
n=115

H19.1
n=64

2
n=91

3
n=181

4
n=187

5
n=154

6
n=157

7
n=169

8
n=144

9
n=177

10
n=202

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

構成比％

借入時期

民間住宅ローンの金利タイプ（借入時期別）

全期間固定型

固定期間選択型

変動型

長短金利％

短期金利（無担保ｵｰﾊﾞｰﾅｲﾄｺｰﾙ）

長期金利（10年国債流通利回り）

今回調査
n=1003

前回調査
n=1395

金利タイプ
n=1395

サンプル数
(構成比)

全期間固定型 410(29.4%)

固定期間選択型 782(56.1%)

変動型 203(14.6%)

金利タイプ
n=1003

サンプル数
(構成比)

全期間固定型 241(24.0%)

固定期間選択型 541(53.9%)

変動型 221(22.0%)
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固定期間選択型「10年固定」のシェアが47.3％と最も多くなっている。

５．固定期間選択型の当初金利の固定期間（借入時期別の相対的シェア）

借入時期

(参考)
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2.6

3.0 1.3
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0.6

0.4

1.1

0.7

0.9

1.1

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

H19.5 6 7 8 9 10

その他

10年超
15年以
下

10年

7年

5年

3年

2年

1年

相対シェア％ 当初金利の固定期間（固定期間選択型）

n=541当初金利の
固定期間

ｻﾝﾌﾟﾙ数 構成比 ｻﾝﾌﾟﾙ数 構成比

1年 19 2.4 3 0.6

2年 111 14.2 35 6.5

3年 269 34.4 116 21.4

5年 105 13.4 77 14.2

7年 5 0.6 6 1.1

10年 224 28.6 256 47.3

10年超15年以下 5 0.6 11 2.0

その他 44 5.6 37 6.8

計 782 100.0 541 100.0

＜第2回調査＞当初金利の固定期間
(平成19年5月～平成19年10月期間通算)

＜第1回調査＞当初金利の固定期間
(平成18年4月～平成19年4月期間通算)
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全期間固定型（フラット３５を除く）については、第１回調査結果と同じく、20年超が最も多い。

６．全期間固定型の固定期間（借入時期別の相対的シェア）

2.4
1.2

3.0
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4.8

0.6

3.0 1.2

13.1

8.9

11.9

7.1

8.3

13.1
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1.2

1.2
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1.8

2.4
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0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

H19.5 6 7 8 9 10

20年超

15年超20
年以下

10年超15
年以下

10年

10年未満

借入時期

相対シェア％
全期間固定型の固定期間（＝返済期間）

注）フラット３５を除く全期間固定型

n=168
(参考)

返済期間 ｻﾝﾌﾟﾙ数 構成比 ｻﾝﾌﾟﾙ数 構成比

10年未満 14 5.0 4 2.4

10年 26 9.3 24 14.3

10年超15年以下 9 3.2 11 6.5

15年超20年以下 48 17.1 24 14.3

20年超 175 62.5 105 62.5

その他（不詳含む） 8 2.9 － －

計 280 100.0 168 100.0

＜第２回調査＞
(平成19年5月～平成19年10月期間通算)

＜第1回調査＞
(平成18年4月～平成19年4月期間通算)
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全期間固定型は、20年超が全体の7割を占めている。

７．全期間固定型の固定期間（借入時期別の相対的シェア）

10.0

43.6 28.2

4.6
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

1年
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10年

10年超
15年以内

15年超
20年以内

20年超

ﾌﾗｯﾄ35以外

ﾌﾗｯﾄ35

相対シェア％

n=241

返済期間 全期間固定型の固定期間

＜参考＞ 第1回調査結果

11.7

42.7 27.6

2.2

6.3

0.5

1.2

1.0

0.7

2.4

1.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

1年

2年

3年

5年

7年

10年

10年超
15年以内

15年超
20年以内

20年超

ﾌﾗｯﾄ35以外

ﾌﾗｯﾄ35

相対シェア％

n=410

返済期間
全期間固定型の固定期間

ｻﾝﾌﾟﾙ数 構成比
1年 2 0.8
2年 0 0.0
3年 0 0.0
5年 2 0.8
7年 0 0.0
10年 24 10.0

10年超15年以内 11 4.6
15年超20年以内 29 12.0

20年超 173 71.8
計 241 100.0

返済期間
計

ｻﾝﾌﾟﾙ数 構成比
1年 0 0.0
2年 3 0.7
3年 4 1.0
5年 5 1.2
7年 2 0.5
10年 26 6.3

10年超15年以内 16 3.9
15年超20年以内 58 14.1

20年超 288 70.2
その他（不詳を含む） 8 2.0

計 410 100.0

返済期間
計
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８．世帯年収別・住宅ローン金利タイプ

住宅ローン借入世帯の年収別に金利タイプをみると、「固定期間選択型」は、年収400万円超600万円以下の収入
層で最も利用割合が高い（19.8％）。また、この収入層では、「全期間固定型」の利用割合も、8.3％と比較的高く

なっている。

年収

金利タイプ

相対的シェア(%);    n=1003

世帯年収別・住宅ローンの金利タイプ選択割合（％）

3.0 7.6

4.7

3.7

2.4

0.7

5.6

19.8

14.9

7.4

4.7
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2.4
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0.9

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

20.0

４００万円以下

６００万円以下

８００万円以下

１０００万円以下

１５００万円以下

１５００万円超

全期間固定型 固定期間選択型 変動型
　　　　　　　　　　　世帯年収

金利タイプ
４００万円

以下
n=110

６００万円
以下

n=358

８００万円
以下
n=261

１０００万円
以下
n=147

１５００万円
以下
n=95

１５００万円
超

n=32

全期間固定型
 n=221

2.4 8.3 6.5 3.6 2.4 0.9

固定期間選択型
 n=541

5.6 19.8 14.9 7.4 4.7 1.6

変動型
n=221

3.0 7.6 4.7 3.7 2.4 0.7
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９．世帯年収別・固定期間選択型の当初金利固定期間

住宅ローン借入世帯の年収別に、固定金利選択型の当初金利の固定期間をみると、年収400万円超
600万円以下の収入層と、年収600万円超800万円以下の収入層で、固定期間10年の選択割合が高い。

年収

当初金利の固定期間

相対的シェア(%);    n=541（固定金利選択型利用者）

世帯年収別・固定期間選択型住宅ローンの当初金利固定期間選択割合（％）

3.9

17.6

13.7

7.0

3.3

1.8

2.2
3.9

3.5

1.8

2.2

0.6

8.3

6.8

3.0

1.3

0.4

0.9 3.0

1.3

0.6

0.7

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0
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１５００万円以下

１５００万円超

１年 ２年 ３年 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年 １０年 １０年超

１５年以下
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　　　　　　　　　　　世帯年収

当初金利の
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４００万円
以下

n=110

６００万円
以下

n=358

８００万円
以下

n=261

１０００万
円以下
n=147

１５００万
円以下
n=95

１５００万
円超
n=32

１年
n=3

0.2 0.2 0.0 0.0 0.0 0.2

２年
n=35

0.9 3.0 1.3 0.6 0.7 0.0

３年
n=116

1.7 8.3 6.8 3.0 1.3 0.4

５年
n=77

2.2 3.9 3.5 1.8 2.2 0.6

６年
n=1

0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0

７年
n=6

0.0 0.2 0.4 0.2 0.4 0.0

８年
n=0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

９年
n=0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

10年
n=256

3.9 17.6 13.7 7.0 3.3 1.8

10年超
15年以下

n=11
0.2 0.7 0.4 0.2 0.6 0.0

その他
n=36

1.3 3.0 1.5 0.7 0.2 0.0
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見当がつかない
3.8%

短期金利は上昇しても、
長期金利はさほど
上昇しない　1.6%

変動はあるが、
そのうち低下する　0.4%

ほとんど変わらない
6.9%

少し上昇するがそれほど気
にするほどではない

33.5%

現在より上昇する
53.7%

n=1395

今後１年間の住宅ローン金利　（第1回調査）

見当がつかない
5.2%

短期金利は上昇しても、
長期金利はさほど
上昇しない　2.2%

変動はあるが、
そのうち低下する　0.8%

ほとんど変わらない
16.2% 少し上昇するがそれほど気

にするほどではない
37.7%

現在より上昇する
38.0%

n=1003

今後１年間の住宅ローン金利 (第2回調査)

１０．今後の住宅ローン金利

今後１年間の住宅ローン金利については、「現状より上昇する」が38.0％と、第1回調査結果と比べて大幅に
減少し、その一方で、「ほとんど変わらない」が16.2％と増加した。

（参考）



12

第1回調査結果と比べて、すべての世帯年収層と金利タイプで、「頭金を準備、残額をローン借入」とするシェアが
高まっており、「100%ﾛｰﾝ借入」のシェアが低下している。

１１．住宅ローンの借入状況

72.8

61.3

71.2

73.7

79.1

88.0

60.9

80.5

70.1

68.0

23.8

34.2

25.3

22.6

18.7

10.3

34.8

17.1

26.1

28.6

3.4

4.5

3.5

3.7

2.2

1.7

4.3

2.4

3.8

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計 n=1395

400万円以下
n=155

600万円以下
n=545

800万円以下
n=350

1000万円以下
n=182

1500万円以下
n=117

1500万円超
n=46

全期間固定型
n=410

固定期間選択型
n=782

変動型
n=203

頭金を準備、残額をローン借入 １００％（全額）ローン借入 付随費用も含め、住宅取得額を上回るローン借入（例.120%ﾛｰﾝ）

世帯年収

Q.住宅取得にあたっての住宅ローン借入状況　（第1回調査）

金利タイプ
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85.9

77.6

79.6

15.3

24.5

17.6

13.0

11.6

8.4

12.5

10.8

16.6

16.7

4.7

9.1

5.0

3.1

4.1

4.2

3.1

3.3

5.7

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計 n=1003

400万円以下
n=110

600万円以下
n=358

800万円以下
n=261

1000万円以下
n=147

1500万円以下
n=95

1500万円超
n=32

全期間固定型
n=241

固定期間選択型
n=541

変動型
n=221

頭金を準備、残額をローン借入 １００％（全額）ローン借入 付随費用も含め、住宅取得額を上回るローン借入（例.120%ﾛｰﾝ）

世帯年収

Q.住宅取得にあたっての住宅ローン借入状況　(第2回調査)

金利タイプ

（参考）
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１２．返済負担率

返済負担率（年間返済額／世帯年収）は、世帯年収が低いほど高めになっている。

11.5

13.6

7.5

10.3

15.0

18.9

20.9

19.1

14.8

21.1

25.2

34.7

27.7

15.5

28.8

33.3

29.9

18.9

21.4

20.9

26.5

20.3

17.7

14.7

11.2

15.5

13.1

10.0

8.2

9.5

4.4

6.4

7.8

2.7

1.4

2.1

1.4

1.9

5.5

0.6

1.8

1.1

1.4

0.4

0.8

3.6

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

計
n=1003

400万円以下
n=110

600万円以下
n=358

800万円以下
n=261

1000万円以下
n=147

1500万円以下
n=95

10%以内 15%以内 20%以内 25%以内 30%以内 35%以内 40%以内 40%超

世帯年収

返済負担率（世帯年収別）
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１３．住宅ローン借入額

新築建売、新築分譲マンションは、戸建注文、戸建建替や中古住宅に比べて2000万円以上の住宅ローン借入
額の占める割合が大きく、7～８割前後となっている。

6.1

12.5

13.3

2.9

13.6

15.8

23.8

22.5

37.8

18.2

24.2

39.5

42.6

38.6

45.0

24.4

38.0

38.5

30.9

26.7

20.6

10.0

20.0

29.8

22.0

13.6

7.9

7.3

7.5

9.1

8.4

2.5

3.6

2.5

5.0

4.0

4.0

3.0

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計　n=1003

戸建注文住宅
n=387

戸建建替え
n=40

新築建売
n=121

新築分譲ﾏﾝｼｮﾝ
n=273

中古戸建
n=81

中古ﾏﾝｼｮﾝ
n=101

1000万円未満 2000万円未満 3000万円未満 4000万円未満 5000万円未満 5000万円以上

住宅ローン借入額



15

１４．借入者年齢別・住宅ローン金利リスク等に関する認識

住宅ローン借入者の年齢別に、金利リスクに関する認識をみると、20歳代は、「将来の金利に応じて対応を考える」(27.4％)、
30、40歳代は、「現状からは、（返済困難になるほどの）急激な金利上昇は想定困難」 (30歳代：30.4％、40歳代：31.9％)、
50歳代では、「返済残高に応じ、繰上償還や借換を行う」(36.6％)とする回答が多い。

借入者年齢別・住宅ローンの金利リスク等に関する認識

36.6

20.5

12.0

12.0

15.3

2.3

4.0

7.7

3.8

14.6

17.1

22.2

27.4

21.1

19.5

31.9

30.4

16.2

28.7

15.6

13.7

15.1

4.9

5.3

5.3

13.7

6.3

12.2

4.9

7.6

6.8

7.0

2.4

2.3

3.1

2.6

2.8

0.0

15.5

9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50歳代

n=41

40歳代

n=263

30歳代

n=582

20歳代

n=117

総計

n=1003
返済残高に応じ、繰上返済や借換を行う

約定より短期間で完済予定

将来の金利に応じて対応を考える

現状からは、急激な金利上昇は想定困難

収入や返済能力の面で他に選択肢なし

当初一定期間の金利や返済額の低さが魅力的

返済終了までの金利優遇で返済有利

金利リスクへの認識や理解が不十分
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１５．住宅ローン借入時の金利リスク等の説明実態

住宅ローン借入時の金利リスク等の説明内容をみると、「適用金利や返済額の見直しルール」(95.1％)などの
基本的な情報は高い割合で説明を受けているが、一方で、「将来、返済額が増加した場合の対応策」(40.4％）

など、返済期間中の金利リスクについての具体的な対応策については、説明を受けた割合が低い。

住宅ローンの金利リスク等に関する説明を受けた割合

40.4

95.1

81.0

70.1

61.8

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

適用金利や

返済額

の見直し

ルール

n=725

複数の金利

に応じた

当初一定

期間の返済額

の差異

n=617

他の住宅ローンと

比較した特徴や

長所や短所

n=534

将来の金利

上昇に伴い、

返済額がどの程度

増加するか

（金利変動を踏まえた

返済終了までの

シミュレーションなど

を含む）

n=471

将来、返済額が

増加した

場合の

対応策

n=308

借入時に説明を
受けた割合(%)

n=762 (固定選択型541＋変動型221)
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１６．将来の金利上昇に伴う返済額増への対応

将来、金利上昇に伴い、返済額が増加した場合の対応は、「返済額圧縮、あるいは金利負担軽減のため、
一部繰上返済」36.1%が最も多く、次いで、「その時にならないと分からない」28.5％など。

将来の金利上昇に伴う返済額増への対応策

1.3

1.8

6.3

9.7

28.5

36.1

16.3

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

その他

n=10

見当がつかない

n=14

金利負担が大きくなれば

全額完済

n=48

借換

n=74

返済目処や資金余力

があり返済継続

n=124

その時に

ならないと分からない

n=217

返済額圧縮、

あるいは一部繰上返済

n=275

n=762 (固定選択型541＋変動型221）

（％）
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１７．借入者年齢別・住宅ローンの返済に関する懸念事項

住宅ローン借入者の年齢別、に住宅ローンの返済に関する懸念事項をみると、若年層で、「返済中の金利変動
による返済額増減」を懸念する回答が多く、30歳代で33.2％となっている。

借入者年齢別・住宅ローンの返済に関する懸念事項

17.1

27.8

33.2

29.9

30.7

22.1

17.9

21.5

12.2

10.3

12.4

14.5

12.1

4.9

8.4

11.0

12.8

10.3

14.6

1.9

3.1

5.1

3.5

22.0

11.8

5.3

4.3

7.6

2.4

10.3

7.6

4.3

7.7

0.4

0.3

0.3

7.3

7.2

5.0

11.1

6.4

22.2

19.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50歳代

n=41

40歳代

n=263

30歳代

n=582

20歳代

n=117

総計

n=1003

返済中の金利変動
による返済額増減

教育、医療、介護等
への支出の影響

リストラ等の収入減
の影響

金利優遇終了後
の返済額増加

返済方法変更、繰上返済、
借換え等による返済額変
更

退職やリタイヤまでに
完済できるかどうか

病気や死亡、地震など、
万一の場合の影響

その他

特になし
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１８．フラット３５を知ったきっかけ

フラット35を知ったきっかけをみると、「自ら情報収集する中で」65.6％、「日常生活の中で（報道、広告、雑誌
などを通じて）」41.0％、「住宅・販売業者からの紹介」18.9％の順。

フラット35を知ったきっかけ

3.2

3.3

10.7

12.3

18.9

41.0

65.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

FP、住宅ﾛｰﾝｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

などの専門家から

住宅金融支援機構

からの紹介

取扱金融機関

からの紹介

口コミで

（親族、友人、知人、上司や同僚など）

住宅・販売業者からの紹介

日常生活の中で

（報道、広告、雑誌などを通じて）

自ら情報収集する中で

複数回答(%)

n=788

　　　フラット３５をご存知でしたか

知っていた 知らなかった

788
(78.6％)

215
(21.4％)
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【参考】 回答者の基本属性 n=1003

注： 首都圏：埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県

東海圏：岐阜県、静岡県、愛知県、三重県
近畿圏：滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県
その他：首都圏、東海圏、近畿圏以外

ｻﾝﾌﾟﾙ数 構成比%
20歳代 117 11.7
30歳代 582 58.0
40歳代 263 26.2
50歳代 41 4.1

400万円以下 110 11.0
600万円以下 358 35.7
800万円以下 261 26.0
1000万円以下 147 14.7
1500万円以下 95 9.5
1500万円超 32 3.2

首都圏 399 39.8
東海圏 103 10.3
近畿圏 190 18.9
その他 311 31.0

注文新築 387 38.6
(うち敷地同時取得 282 72.9 )

注文建替え 40 4.0
新築建売 121 12.1

新築ﾏﾝｼｮﾝ 273 27.2
中古戸建 81 8.1

中古ﾏﾝｼｮﾝ 101 10.1
全期間固定型 241 24.0
(うちフラット３５ 73 30.3 )
固定期間選択型 541 53.9

変動型 221 22.0
10%以内 115 11.5
15%以内 210 20.9
20%以内 278 27.7
25%以内 215 21.4
30%以内 112 11.2
35%以内 44 4.4
40%以内 18 1.8
40%超 11 1.1

1000万円未満 61 6.1
2000万円未満 239 23.8
3000万円未満 387 38.6
4000万円未満 207 20.6
5000万円未満 73 7.3
5000万円以上 36 3.6

項　目

年齢

世帯年収

地域

住宅の種類

金利タイプ

返済負担率

住宅ﾛｰﾝ借入額


